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凡 例

以下は、秋田県立大学総合科学教育研究センター所属教員の2014年１月１日から2014年12

月31日までに公表あるいは実施された主な業績を示すものである。業績の分類は、以下の５

つのカテゴリに従った。

Ⅰ 著書・学術論文等

Ⅱ 学会報告等

Ⅲ 社会活動・受賞等

Ⅳ 講演・公開講座等

Ⅴ その他の活動

総合科学教育研究センター教員個人業績
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高橋 秀晴 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）高橋秀晴「望嶽楼の夢―滝田樗陰と近代文学者―」『秋田魁新報』（秋田魁新報社）2014年４月５日～

2015年７月25日、土曜文化欄連載全68回（単著）

２）高橋秀晴「伊藤永之介と〈戦中〉・〈戦後〉の農村社会」『上越教育大学国語研究』（上越教育大学国

語教育学会）2015年２月21日、第29号、１～９ページ（単著）

３）高橋秀晴「〈資料〉の変幻―仏越和平交渉下の小牧近江と小松清をめぐって―」『近代文学資料研究』

（近代文学資料研究の会）2015年３月30日、第１号、68～76ページ（単著）

４）高橋秀晴「金子洋文と同時代評」『秋田風土文学』（秋田風土文学会）2015年３月31日、第15号、６～

13ページ（単著）

＊講演録

１）高橋秀晴「「流るゝまゝに」―山田順子という生き方―」『研究紀要』（秋田県高等学校教育研究会国

語部会）2015年３月、第51号、40～45ページ（単著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）高橋秀晴「滝田樗陰と秋田」秋田風土文学会、2015年２月７日（於：あきた文学資料館）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）秋田県立秋田南高等学校学校評議員、2005年４月～

２）秋田県高等学校教育研究会国語部会顧問、2006年７月～

３）あきた文学資料館収集検討委員、2007年４月～

４）秋田県脳血管研究センター医薬品受託研究審査会委員、2007年11月～

５）私大・短大魅力アップ支援事業審査委員会委員、2010年６月～2015年３月

６）秋田県芸術選奨選考委員、2013年３月～2015年２月

７）秋田市公文書管理委員会委員、2013年５月～

８）秋田県青少年健全育成審議会副会長・部会長、2014年４月～

９）ＡＢＳ秋田放送番組審議会委員長、2014年７月～

10）読書推進活動委員会運営委員、2014年７月～2015年３月

11）秋田県文化財保護審議会委員、2014年９月～

12）秋田市立佐竹資料館寄贈および寄託事前審査会委員、2014年10月～

13）秋田県立秋田高等学校同窓会常任理事

14）私大・短大パワーアップ支援事業審査委員会委員、2015年４月～

15）大学評価・学位授与機構大学機関別認証評価委員会専門委員、2015年５月１日～2016年４月30日

＊学会活動

１）日本近代文学会東北支部運営委員、1995年５月～
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２）日本社会文学会評議員、2007年７月～

３）地域文化研究会 AKITA事務局長、2009年４月～

４）『東北近代文学事典』編集委員、2009年10月～

５）日本社会文学会理事、2011年６月～

６）日本近代文学会東北支部長、2014年７月～

７）日本近代文学会評議員、2014年７月～

８）秋田風土文学会会長、2015年２月～

９）秋田風土文学会合評会・臨時総会運営、2015年５月23日

10）日本社会文学会創立30周年記念論集編集委員、2015年6月13日～

11）日本近代文学会東北支部夏季大会運営、2015年７月４日

12）秋田風土文学会文学踏査運営、2015年８月29～30日

13）日本近代文学会東北支部冬季大会運営、2015年12月23日

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）美の国アクティブカレッジ特別講座「滝田樗陰と芥川龍之介」2015年２月14日（於：秋田県生涯学習

センター）

２）第50回秋田県多喜二祭記念講演「世界の中の多喜二、多喜二の中の秋田」2015年２月21日（於：秋田

県生涯学習センター）

３）第36回大館市小林多喜二記念の集い「世界の中の多喜二、多喜二の中の秋田」2015年２月22日（於：

大館市中央公民館）

４）日本文学同好会「石川達三の文学と秋田」2015年４月12日（於：あきた文学資料館）

５）あきた文学資料館文学講座「褪せぬ記憶―高井有一にとっての「北の河」―」」2015年７月７日（於：

あきた文学資料館）

６）教員免許状更新講習「秋田の近代文学」2015年７月27日（於：秋田県立大学）

７）「小中国語教育を考える―中学・高校・高専・大学からの動点観測―」2015年７月29日（於：サンワー

ク男鹿）

８）秋田市女性学習センター近代文学講座「矢田津世子とふるさと秋田」2015年９月３日（於：サンパル

秋田）

９）秋田市女性学習センター近代文学講座「矢田津世子とふるさと秋田（移動学習）」2015年９月10日

（於：五城館）

10）秋田おもと高齢者大学「プロレタリア文学と秋田」2015年10月13日（於：サンパル秋田）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）平成27年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））「新資料による金子洋文研究」（課題番号24520221）

研究代表者

２）大学コンソーシアムあきた平成27年度学際的研究プロジェクト「秋田県の活性化のための調査研究」



総合科学教育研究センター個人業績

―91―

共同研究者

＊報告書等

１）「新資料による金子洋文研究」（科学研究費補助金報告書）2015年５月（単著）

＊新聞・雑誌掲載等

１）「没後10年の松田解子」『現代女性文化研究所ニュース』（現代女性文化研究所）2015年２月６日、第

40号、10～11ページ（単著）

２）「世界に繋がる研究テーマに／県多喜二祭・記念の集いに寄せて」『秋田魁新報』2015年２月19日（単

著）

３）「サイレントマイノリティ」『館報』2015年５月15日、７ページ（単著）

４）「支部活動私感」『日本近代文学会東北支部会報』2015年５月29日、第50号、１～２ページ（単著）

＊記事・取材協力等

１）「夢追い人」『みちのく春秋』（本の館／亜礼母禮）2015年１月10日、第15号、７ページ

２）「小林多喜二、野呂榮太郞など／１～２月全国各地の顕彰活動」『不屈』2015年１月15日、№487、８

ページ

３）「北海道・秋田県の各地で／多喜二しのぶ集い」『赤旗』2015年２月14日

４）「50回目の県多喜二祭／あす「今、思いを学びたい」」『朝日新聞』2015年２月20日

５）「県多喜二祭、50回の節目／秋田市／思想、文学へ理解深める」『秋田魁新報』2015年２月22日

６）「多喜二の精神継承誓う／秋田で顕彰祭／市民がレクイエム合唱」『河北新報』2015年２月22日

７）「「甚兵衛―」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年２月27日

８）「「NNNドキュメント'15…」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年３月28日

９）「「甲子園に笑顔…」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年４月24日

10）「「秋田ゆかりの芥川賞作家」文学講座」『朝日新聞』2015年５月22日

11）「「秋田美人を売り込め」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年５月27日

12）「秘密のケンミン SHOW」日本テレビ2015年６月４日

13）「「笑顔を打ち上げろ」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年６月30日

14）「「六魂祭」中継番組を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年７月29日

15）「女性学習センターの教室／作家・矢田津世子とふるさと秋田」『広報あきた』2015年８月７日、№

1846、19ページ

16）「秋田市で「将来設計ガイダンス」高１生、大学の特色学ぶ／24校70人教授らと意見交換」『秋田魁新

報』、2015年８月10日

17）「杉／名編集者」『秋田魁新報』、2015年８月14日

18）「「戦争の記憶、つなぐ」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年９月30日

19）「「蔵町ぶらり。」を合評／秋田放送番組審議会」『秋田魁新報』2015年10月23日

＊被書評・引用・言及等

１）参考文献「ふるさと愛 秋田再紀行」『あきたタウン情報』2015年７月号、92ページ

２）「研究・関連資料／高橋秀晴「没後10年の松田解子」『現代女性文化研究所ニュース』№40二月刊」

『松田解子の会』『会報』（松田解子の会）2015年８月24日、第22号、11ページ
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渡部 諭 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）渡部諭「基礎講座：老年心理学の最前線 第10回高齢者の意思決定」『老年精神医学雑誌』2015年10

月、第26巻、第10号、1157－1164ページ

２）澁谷泰秀・渡部諭・吉村治正・小久保温・柏谷至・佐々木てる・中村和生・木原博「ウェブ調査と郵

送調査の直接比較－同一サンプルを用いた回答者特性及び自己効力得点の比較－」『青森大学付属総

合研究所紀要』2015年10月、Vol.17（1）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）Watanabe,S."Taxonseparationusingthebootstrap"、IMPS2015,2015年７月12日～16日（於：

BeijingNormalUniversity）.

２）渡部諭・澁谷泰秀「Taxon分離による高齢者の特殊詐欺脆弱性の検討」日本心理学会第79回大会、

2015年９月22日～24日（於：名古屋国際会議場）

３）Watanabe,S.,Shibutani,H.,Yoshimura,H.andKokubo,A."Analysisofpersonalnetworksof

theelderly in Japan"、 TheGerontologicalSocietyofAmerica's68th AnnualScientific

Meeting（GSA2015）、2015年11月18日～22日（於：WaltDisneyWorldSwanandDolphin）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

日工組社会安全財団2014年度一般研究助成研究報告書「振り込め詐欺脆弱性についての高齢者の認

知特性に関する taxometric分析」、2015年10月

小松田儀貞 准教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）小松田儀貞「アート化する社会／社会化するアート 地域社会と文化芸術の未来 」『秋田県立

大学総合科学教育研究彙報』2015年、第16号、11～23ページ（単著）

２）小松田儀貞「秋田県藤里町における社会的包摂型生活困難者支援の展開」『秋田県立大学ウェブジャー

ナル A』2015年、第２号、50～60ページ（単著）

Ⅱ 学会報告等

＊研究会報告

１）小松田儀貞「避難者および避難者支援～秋田の動き」基盤研究（A）「東日本大震災と日本社会の再
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建 地震、津波、原発震災の被害とその克服の道」定例研究会、2015年９月15日（於：福島大学行

政社会学部）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）エフエム秋田番組審議会委員、2008年４月～（副委員長2010年４月～）

２）秋田うつくしま県人会事務局、2011年７月～

３）秋田県立博物館協議会委員（副会長2013年７月～、会長2015年７月～）

４）日本女性会議2016秋田実行委員会（副会長2015年５月～）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）2014～2017年度科学研究費（基盤研究（C））「高度化する現代医療における市民協働とシティズンシッ

プの可能性に関する社会学的研究」（研究課題番号：15K03850）研究代表者

２）2014～2016年度科学研究費（基盤研究（C））「地域コミュニティに基盤を置いた社会的包摂と包括的

キャリア教育に関する研究」（研究課題番号：26381090）研究分担者

３）2012～2015年度科学研究費（基盤研究（C））「エネルギーの地域自主管理システムの構築に関する環

境社会学的研究」（研究課題番号：24530636）研究分担者

４）2012～2015年度科学研究費（基盤研究（A））「東日本大震災と日本社会の再建 地震、津波、原発

震災の被害とその克服の道」（研究課題番号：24243057）研究協力者

＊コーディネーター

１）第25回秋田市男女共生フォーラム「未来を見つめるトーク＆トーク」2015年11月１日（日）会場：秋

田拠点センター アルヴェ

内山応信 准教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）間所洋和、田中理恵、寺田祐樹、内山応信「朝食無料サービスの試みとアンケート結果から見えてき

た方向性―朝食摂取習慣のきっかけづくりを目指して―」『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県

立大学教育研究センター）2015年３月31日、115～128ページ（共著）

２）DemuraT、DemuraS、UchiyamaM、KitabayashiT、TakahashiK「Effectofshoeswith

roundedsoftsolesintheanterior-posteriordirectiononthecenterofpressureduringstatic

standing.」『Foot』2015年、第25巻２号、97～100ページ（共著）
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Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）内山応信、出村慎一、他「大学生の精神的健康度は全身持久力レベルにより異なる」日本体育測定評

価学会第14回大会兼測定評価研究50周年記念大会、2015年３月29日（於：石川県政記念しいのき迎賓

館）

２）辛紹熙、出村慎一、内山応信、他「転倒関連体力における地域間差及び性差の検討―岐阜県高齢者と

ソウル市高齢者を対象に―」日本体育測定評価学会第14回大会兼測定評価研究50周年記念大会、2015

年３月29日（於：石川県政記念しいのき迎賓館）

３）高橋健司、出村慎一、内山応信、他「伸縮性テープを用いた手関節テーピングが背屈および掌屈の自

動関節可動域に及ぼす影響」日本体育測定評価学会第14回大会兼測定評価研究50周年記念大会、2015

年３月29日（於：石川県政記念しいのき迎賓館）

４）内山応信「大学生における抑うつ症状の有無は、日常の運動実施時間、朝食摂取頻度、及びネット利

用時間と関係する：横断的データによる基礎検討」第31回日本精神衛生学会大会、2015年12月５日

（於：産業医科大学ラマツィーニホール）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）秋田県スポーツ科学センターアスリート総合診断アドバイザー、2009年５月～

２）秋田県脳血管研究センター医薬品受託研究審査委員会委員、2010年４月～

３）秋田県スポーツ科学センター AKITAスーパーわか杉っ子発掘プロジェクト実行委員会委員、2011

年５月～

４）秋田県スポーツ科学センター成人スポーツ実施率向上事業「市町村スポーツ推進委員等に対するスポー

ツ活動プログラム提供」技術協力、講師、2014年10月～

＊学会活動

１）日本教育医学会常任理事、2014年８月～

２）日本体力医学会東北地方会幹事、2012年８月～

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）秋田県スポーツ科学センター成人スポーツ実施率向上事業「市町村スポーツ推進委員等に対するスポー

ツ活動プログラムの提供」「あきた元気アップ円熟塾指導者・リーダー養成講座」講師、2015年１月

27日、及び２月３日（於：秋田県スポーツ科学センター）

２）NPO法人常盤ときめき隊「日曜朝市」講師、2015年６月21日、及び11月29日（於：秋田県能代市上

町）

３）秋田県高等教育課高校生未来創造支援事業キャリア教育総合推進事業「将来設計ガイダンス」講師、

2015年８月10日（於：秋田県立大学秋田キャンパス）

４）秋田県スポーツ科学センター平成27年度成人スポーツ実施率向上事業「円熟体操 in男鹿」講師、
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2015年９月28日（於：秋田県男鹿市体育館、及び男鹿市Ｂ＆Ｇ海洋センター）

５）秋田県スポーツ科学センター平成27年度成人スポーツ実施率向上事業「「円熟体操 in仙北」講師、

2015年10月23日（於：秋田県仙北市田沢湖デイサービスセンター）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）日本学術振興会科学研究費助成（挑戦的萌芽研究）、「易転倒高齢者の環境条件変化に対応するバラン

ス適応能力とその日内変動の解明」（ResearchProjectNumber:25560371）、2013年４月～2016年

３月、研究代表者

２）日本学術振興会科学研究費助成（基盤研究 C）、「超高齢化農村コミュニティ再生―住民意欲醸成手

法の開発」（ResearchProjectNumber:26450331）、2014年４月～2017年３月、研究分担者

＊報告書等

１）科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施状況報告書）（平成26年

度）、「易転倒高齢者の環境条件変化に対応するバランス適応能力とその日内変動の解明」（Research

ProjectNumber:2556031）

＊記事・取材協力等

１）「「円熟体操」で健康づくりを 男鹿市民70人、体力測定 県作成、プログラムの基に」『秋田魁新報』

2015年10月３日

２）「「円熟体操」で35人が健康づくり 北秋田市」『北鹿新聞』2015年11月18日

＊助言等

１）秋田県スポーツ科学センター平成27年度成人スポーツ実施率向上事業 あきた元気アップ円熟塾「円

熟体操」プログラム、監修

２）AKITA SPORTSSTATION秋田県スポーツ情報ステーション「あきた元気アップ円熟塾「円熟体

操」マニュアルダイジェスト版」

＊被書評・引用・言及等

１）被引用：DemuraT、DemuraS、UchiyamaM、SugiuraH「Examinationoffactorsaffecting

gaitpropertiesinhealthyolderadults:Focusingonkneeextensionstrength,visualacuity,

andkneejointpain」『JournalofGeriatricPhysicalTherapy』2014年、第37巻２号、52～57ペー

ジ

・ClarkDJ「Automaticityofwalking:Functionalsignificance,mechanisms,measurement

andrehabilitationstrategies」『FrontiersinHumanNeuroscience』2015年、第９巻５月号、

doi:10.3389/fnhum.2015.00246

・ChoiYL、Kim BK、HwangYP、MoonOK、ChoiWS「Effectsofisometricexerciseusing

biofeedbackonmaximum voluntaryisometriccontraction,pain,andmusclethicknessin

patientswithkneeosteoarthritis」『JournalofPhysicalTherapyScience』2015年、第27巻

１号、149～153ページ

・WooJ「WalkingSpeed:A SummaryIndicatorofFrailty?」『JournaloftheAmerican

MedicalDirectorsAssociation』2015年、第16巻８号、635～637
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３）被引用：MiyaguchiK.、DemuraS、SugiuraH、UchiyamaM、NodaM「Developmentof

variousreactionabilitiesandtheirrelationshipswithfavoriteplayactivitiesinpreschool

children」『SourceoftheDocumentJournalofStrengthandConditioningResearch』2013年、

第27巻10号、2791～2799

・FryAC、IrwinCC、NicollJX、FerebeeDE「Muscularstrengthandpowerin3-To7-year-

oldchildren」『PediatricExerciseScience』2015年、第27巻３号、345～354ページ

４）被引用：UchiyamaM、DemuraS、SugiuraH「Themobilityperformanceoftheelderly

before,duringandaftercrossingoveranobstacle」『HumanMovement』2012年、第13巻４号、

297～302ページ

・ShinSS、AnD-H、YooW-G「Effectsofbalancerecoveryaftersquareandsemicircular

turnsongaitvelocityandcenterofmassaccelerationinolderadultswithdifferingvisual

acuity」『SourceoftheDocumentEuropeanGeriatricMedicine』2015年、第６巻２号、103

～108ページ

・ChangY-T、HuangC-F、ChangJ-H「TheEffectofTaiChiChuanonObstacleCrossing

StrategyinOlderAdults」『ResearchinSportsMedicine』2015年、第23巻（３号）、315～329

ページ

５）被引用：DemuraS、SatoS、ShinS、UchiyamaM「Settingthecriterionforfallriskscreen-

ingforhealthycommunity-dwellingelderly」『ArchivesofGerontologyandGeriatrics』2012

年、第54巻２号、370～373ページ

・HiraseT、InokuchiS、MatsusakaN、OkitaM「Effectivenessofabalance-training

program providedbyqualifiedcareworkersforcommunity-basedolderadults:Aprelimi-

narystudy」『GeriatricNursing』2015年、第36巻３号、219～223ページ

６）被引用：KitabayashiT、DemuraS、KawabataH、UchiyamaM、DemuraT「Comparisonof

thebody-swaycharacteristicsofyoungadultscomparedtohealthyelderlyandelderlywith

equilibrium disorder」『PerceptualandMotorSkills』2011年、第113巻２号、547～556ページ

・AnninoG、PalazzoF、LeboneP、etal.「Theefficacyofplantarstimulationonhuman

balancecontrol」『SomatosensoryandMotorResearch』2015年、第32巻３号、200～205ペー

ジ

７）被引用：DemuraS、UchiyamaM「Influenceofcellphoneemailuseoncharacteristicsof

gait」『EuropeanJournalofSportScience』2009年、第９巻５号、303～309ページ

・StrubharAJ、PetersonML、AschwegeJ、etal.「Theeffectoftextmessagingonreactive

balanceandthetemporalandspatialcharacteristicsofgait」『GaitandPosture』2015年、

第42巻４号、580～583ページ

・AgostiniV、LoFermoF、MassazzaG、KnaflitzM「Doestextingwhilewalkingreally

affectgaitinyoungadults?」『JournalofNeuroEngineeringandRehabilitation』2015年、

第12号１巻、86ページ

・Licence、S、Smith R、McGuigan MP、EarnestCP「Gaitpattern alterationsduring

walking,texting and walking and texting during cognitively distractivetaskswhile
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negotiatingcommonpedestrianobstacles」『LoSONE』2015年、第10号７巻、e0133281

８）被引用：DemuraS、UchiyamaM「Influenceofanaerobicandaerobicexercisesonthecenter

ofpressureduringanuprightposture」『JournalofExerciseScienceandFitness』2009年、

第７号１巻、39～47ページ

・HillM、PereiraC、TalbotC、OxfordS、PriceM「Theeffectsofacutearm crank

ergometryandcycleergometryonposturalswayandattentionaldemandsduringquiet

bipedalstanding」『ExperimentalBrainResearch』2015年、第233号６巻、1801～1809ページ

９）被引用：UchiyamaM、DemuraS「Theroleofeyemovementinuprightposturalcontrol」

『SportSciencesforHealth』2009年、第５巻１号、21～27ページ

・ExarchosTP、BellosC、BakolaI、etal.「Managementandmodelingofbalancedisorders

usingdecisionsupportsystems:TheEMBALANCEproject」『AdvancesinExperimental

MedicineandBiology』2015年、820巻、61～67ページ

・WuK-T、LeeG-S「Influencesofmonocularandbinocularvisiononposturalstability」

『JournalofVestibularResearch:Equilibrium andOrientation』2015年、第25巻１号、15～

21ページ

10）被引用：UchiyamaM、DemuraS「Lowvisualacuityisassociatedwiththedecreaseinpos-

turalsway」『TohokuJournalofExperimentalMedicine』2008年、第216号３巻、277～285ペー

ジ

・YvonC、Najuko-MafemeraA、KanegaonkarR「TheD+R Balanceapplication:A novel

methodofassessingposturalsway」『JournalofLaryngologyandOtology』2015年、第

129巻８号、773～778ページ

11）被引用：DemuraS、YamajiS、KitabayashiT、YamadaT、UchiyamaM「Attentionofpos-

turalcontrolonfootsomatosensordisturbancecausedbythecompressionofbloodvessels.」

『Journalofhumanergology』2008年、第37巻２号、91～102ページ

・PaillardT、No?F「TechniquesandMethodsforTestingthePosturalFunctioninHealthy

andPathologicalSubjects」『BioMedResearchInternational』2015年、391390

12）被引用：MatsudaS、DemuraS、UchiyamaM「Centreofpressureswaycharacteristicsdur-

ingstaticone-leggedstanceofathletesfrom differentsports」『ournalofSportsSciences』

2008年、第26巻７号、775～779ページ

・PauM、ArippaF、LebanB、etal.「Relationshipbetweenstaticanddynamicbalanceabili-

tiesinItalianprofessionalandyouthleaguesoccerplayers」『PhysicalTherapyinSport』

2015年、第16巻３号、236～241ページ

・（他５ジャーナル５論文にて被引用）

13）被引用：IkemotoY、DemuraS、YamajiS、MinamiM、NakadaM、UchiyamaM「Force-ti

meparametersduringexplosiveisometricgripcorrelatewithmusclepower」『SportSciences

forHealth』2007年、第２巻２号、64～70ページ

・PrataMG、ScheicherME「Effectsofstrengthandbalancetrainingonthemobility,fear

offalling and grip strength ofelderly femalefallers」『JournalofBodywork and
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MovementTherapies』2015年、第19巻４号、645～650ページ

14）被引用：DemuraS、UchiyamaM「Properassessmentofthefallingriskintheelderlybya

physicalmobilitytestwithanobstacle」『TohokuJournalofExperimentalMedicine』2007

年、第212巻１号、13～20ページ

・printG、CookDJ、WeeksDL「TowardAutomatingClinicalAssessments:ASurveyofthe

TimedUpandGo」『IEEEReviewsinBiomedicalEngineering』2015年、第８巻、2006736、

64～77ページ

15）被引用：NoguchiT、DemuraS、NagasawaY、UchiyamaM「Anexaminationofpracticeand

lateralityeffectsonthepurduepegboardandmovingbeanswithtweezers」『Perceptualand

MotorSkills』2015年、第102巻１号、265～274ページ

・JelićMB、MilanovićSD、FilipovićSR「Differentialeffectsoffacilitatoryandinhibitory

thetaburststimulationoftheprimarymotorcortexonmotorlearning」『ClinicalNeuro

physiology』2015年、第126巻５号、1016～1023ページ

＊学術論文査読

１）『HumanPerformanceMeasurement』（日本体育測定評価学会）、論文（英文）査読１件

宮本 雲平 准教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）Sotani,H.andMiyamoto,U.,「PropertiesofanelectricallychargedblackholeinEddington-

inspiredBorn-Infeldgravity」『PhysicalReview D』（AmericanPhysicalSociety） 2015年１

月５日、第90巻、12号、124087、１～10ページ（共著）

２）Sotani,H.andMiyamoto,U.,「Stronggravitationallensingbyanelectricallychargedblack

holeinEddington-inspiredBorn-Infeldgravity」『PhysicalReview D』（AmericanPhysical

Society）2015年８月27日、第92巻、４号、44052、１～10ページ（共著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）Miyamoto,U.「Vacuum excitationbysudden（dis-）appearanceofaDirichletwallinacavi

ty」The25thWorkshoponGeneralRelativityandGravitationinJapan、2015年12月７－11

日（於：京都大学）

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）秋田県立大学 学生・アドミッションチーム主催、本荘高校ハイレベル春期講習「数学の物理への応

用 I～III」2014年３月26－27日（於：秋田県立大学本荘キャンパス）
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２）秋田県立大学地域連携・研究推進センター主催、秋田県立大学部局間研究フォーラム「相対論の思想

と他分野との関わり」2015年６月５日（於：由利本荘市文化交流館カダーレ）

３）秋田県立大学創造工房主催、創造楽習「LaTeXでかっこいい論文を書こう：数式を自由自在に書け

るようになる」2015年６月22－23日（於：秋田県立大学本荘キャンパス）

４） 秋田県教育委員会主催、高校生将来設計ガイダンス、学問別ガイダンス「物理学」2015年８月10日

（於：秋田県立大学秋田キャンパス）

５）秋田県立大学創造工房主催、創造楽習「Mathematica入門：計算を楽しく，グラフを美しく」2015

年11月26日（於：秋田県立大学本荘キャンパス）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）文部科学省科学研究費、基盤研究（C）「ワームホール形成における爆発的粒子生成と超伝導回路を

用いたその再現実験の提案」研究代表者、1,690,000円

鈴木 祐丞 助教

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）鈴木祐丞「教育の理念と言語 教職課程『教育原理』に関する覚書」『秋田県立大学総合科学研究

彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）、2015年３月31日、第16号、25－32ページ（単著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）鈴木祐丞「日記における信仰をめぐる思索のフィクション性について」キェルケゴール協会第16回学

術大会、2015年７月５日（於：キャンパスプラザ京都）

２）鈴木祐丞「日記を資料としたキェルケゴール研究とその展望」日本宗教学会第74回学術大会、2015年

９月６日（於：創価大学）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊学会活動

１）日本キェルケゴール研究センター書記幹事、2013年１月～

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）大学コンソーシアムあきた 高大連携授業「哲学カフェ」、2015年６月５・12・19・26日、10月９・

16・23日（於：カレッジプラザ）

２）平成27年度高校生未来創造支援事業 将来設計ガイダンス 学問別ガイダンス「教育学・哲学」、
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2015年８月10日（於：秋田県立大学）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）平成27年度学長プロジェクト研究費「創造的研究」「新しい日記観にもとづく、キェルケゴール理解

刷新の試み」、2015年６月10日～2016年３月31日、研究代表者

＊被書評・引用・言及等

１）柳沢貴司「鈴木祐丞『キェルケゴールの信仰と哲学』ミネルヴァ書房」『図書新聞』、2015年３月14日、

3199号、４ページ

２）中里巧「鈴木祐丞著『キェルケゴールの信仰と哲学』」『宗教研究』（日本宗教学会）、2015年12月30日、

第89巻、第３号、201－205ページ

渡部 昌平 准教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊著書

１）『社会構成主義キャリア・カウンセリングの理論と実践』（福村出版）2015年７月10日（編著）

＊学術論文等

１）渡部昌平・渡部諭・小池孝範「キャリア形成における自己理解・仕事理解・啓発的経験の構造および

啓発的経験の理解内容による効果の違いに関する探索的研究」『教育カウンセリング研究』（日本教育

カウンセリング学会）2015年１月10日、第６巻第１号、35～40ページ（共著）

２）渡部昌平「キャリアの形成と時間的展望との関係に関する探索的研究」『産業カウンセリング研究』

（日本産業カウンセリング学会）2015年３月31日、Vol.16No.１、27～31ページ（単著）

３）渡部昌平「カードソート技法を用いたキャリア相談」『キャリア教育研究』（日本キャリア教育学会）

2015年３月31日、第33巻第２号、67～70ページ（単著）

４）渡部昌平・小池孝範「道徳教育におけるキャリア教育の可能性―「私たちの道徳」公開を踏まえて―」

『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第16

号、33～42ページ（共著）

５）渡部昌平・渡部諭・小池孝範「キャリア教育の効果測定のための自己理解尺度の作成について」『秋

田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第16号、

45～52ページ（共著）

＊Proceeding

１）渡部昌平「高等学校のキャリア教育の目指す方向性とは」『職業研究』（一般社団法人雇用問題研究会）

2015春期号、４～５ページ（単著）

２）渡部昌平「リメディアル教育とキャリア・カウンセリングの接点－やる気と積極性をどう引き出すか」

『リメディアル教育研究』第10巻第１号、38～39ページ（単著）
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Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）渡部昌平「中学校キャリア教育の課題に関する探索的研究－生徒と教員の評価のちがいからみる課題－」

日本発達心理学会第26回大会、2015年３月21日（於：東京大学）

２）渡部昌平「社会構成主義キャリア・カウンセリングの効果と課題～時間展望の変化にみる事例検討」

東北心理学会第69回大会、2015年６月６日（於：東北文化学園大学）

３）渡部昌平「コミュニケーション教育による自信の変化の検討」リメディアル教育学会第11回全国大会、

2015年８月29日（於：北星学園大学）

４）菅原良、渡部昌平、勝又あずさ、手嶋哲子、神崎秀嗣「理系学部学生における大学間学生交流活動の

阻害要因に関する探索的研究」第10回パーソナルコンピュータ利用技術学会全国大会、2015年９月１

日（於：くにびきメッセ）

５）菅原良、渡部昌平、勝又あずさ、手嶋哲子、神崎秀嗣「大学間学生交流活動の阻害要因測定尺度の開

発と評価－管理栄養士養成課程との比較において－」日本キャリアデザイン学会第12回研究大会、

2015年９月５日（於：北海学園大学）

６）渡部昌平「ライフキャリアテーマの視点から自己ＰＲを「引き出す」～大学生に対する社会構成主義

キャリア・カウンセリング事例の検討」日本産業カウンセリング学会第20回大会、2015年９月６日

（於：日本体育大学世田谷キャンパス）

７）ShoheiWATANABE"Whichqualitativeassessmentisusedforwhichclient?-Studyonob-

jectionofqualitativecarrierassessment"IAEVG国際キャリア教育学会・日本キャリア教育学

会第37回大会、2015年９月19日（於：つくば国際会議場）

８）ShoheiWATANABE,MasumiKAGAYA "CanHard-WorkingStudentsofthePastbeRole

ModelsforStudentsofToday?－ StudyontheCareerSelectionModels－ "IAEVG国際キャ

リア教育学会・日本キャリア教育学会第37回大会、2015年９月21日（於：つくば国際会議場）

９）渡部昌平「積極性、目標指向性を高めるキャリア教育実践～社会構成主義を用いた、経験の掘り起こ

し・新規提供」日本教育カウンセリング学会第13回研究発表大会、2015年11月22日（於：早稲田大学）

＊ワークショップ・シンポジウム

１）渡部昌平「産業カウンセラーがかかわるキャリア教育とは」産業カウンセリング全国研究大会 第4

分科会、2015年５月31日（於：沖縄コンベンションセンター）

２）渡部昌平・松本桂樹・廣川進・高橋浩「はじめての社会構成主義キャリア・カウンセリング」日本産

業カウンセリング学会第20回大会 自主シンポジウム、2015年９月５日（於：日本体育大学世田谷キャ

ンパス）

３）渡部昌平・杉山雅宏・佐藤さゆ里「子どもの「語り」を教育に生かす」日本教育カウンセリング学会

第13回研究発表大会 自主シンポジウム、2015年11月22日（於：早稲田大学）

＊学会報告座長

１）IAEVG国際キャリア教育学会・日本キャリア教育学会第37回大会 セッション２－６（アセスメン

ト、査定、評価）、2015年９月19日（於：つくば国際会議場）

２）日本教育カウンセリング学会第13回研究発表大会 事例研究発表Ｅ分科会（キャリア支援）、2015年
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11月22日（於：早稲田大学）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）秋田県地域訓練協議会会長、2012年６月～

２）秋田県ジョブ・カード運営本部会議委員、2012年11月～

３）（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会会長、2015年４月～

＊受賞等

１）日本教育カウンセリング学会 サイエンティスト・プラクティショナー賞、2015年11月22日

＊学会活動

１）日本産業カウンセリング学会 理事（2014年９月～）

２）日本キャリア教育学会 資格認定委員会委員（2015年４月～）

３）日本教育カウンセラー協会秋田支部 事務局次長（2015年10月～）

４）日本産業カウンセリング学会 学術論文査読

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）日本産業カウンセラー協会秋田支部研修会「短期療法について」、2015年３月15日（於：ジョイナス）

２）中学校新任進路指導主事研修講座「中学校におけるキャリア教育」、2015年６月４日（於：秋田県総

合教育センター）

３）ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラムキャリア講演会「若者のやる気・役割

意識を高める／ 地元企業を売り込む」、2015年６月15日（於：福島大学）

４）生涯学習・社会教育関係者実践講座「学ぶ・行動する人を支援する生涯学習・社会教育関係者のため

の『コミュニケーション能力』『ファシリテーション技術』向上講座」、2015年６月18日（於：秋田県

生涯学習センター）

５）日本キャリア教育学会キャリアカウンセラー養成研修基礎講座「社会構成主義キャリア・カウンセリ

ングで「未来を構築する」」2015年６月20日（於：コラッセふくしま）

６）きらり支援学校研修講座「未来をつくるキャリア教育～未来から逆算して今をとらえる」、2015年７

月23日（於：秋田県立秋田きらり支援学校）

７）高大連携授業「自分の心を理解して、未来を考える」、2015年７月31日（於：カレッジプラザ）

８）教員免許状更新講習「キャリア教育と日常の接続～自己理解と協力・学びの必要性の理解」、2015年

８月10日（於：秋田県立大学）

９）教員免許状更新講習「キャリア教育と日常の接続～自己理解と協力・学びの必要性の理解」、2015年

９月13日（於：秋田県立大学）

10）秋田大学クラソリ研「はじめての社会構成主義キャリア・カウンセリング」、2015年10月12日（於：

秋田大学 臨床心理相談室）

11）小学校キャリア教育推進研修講座「小学校だからこそキャリア教育」、2015年10月22日（於：秋田県

総合教育センター）
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12）仙北市立仙北中学校職業講話「中１のあなたへ～「未来」「働くこと」と学校生活とのつながり：あ

なたの未来を考えよう！」、2015年11月18日（於：秋田県立大学）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）平成25年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（C）「小中高大を貫く効果的

な「仕事理解」の内容・方法の具体化に関する研究」（課題番号25381267）、2013年４月～2016年３月、

研究代表者

＊報告書等

１）平成26年度大学コンソーシアムあきた 学際的プロジェクト研究「県内学生のコミュニケーションの

特徴、苦手意識及びその克服に関する調査研究大学間交流の阻害要因について」報告書

＊その他

１）きらり支援学校自主公開事前授業研究会 中学部数学科 指導助言、2015年11月10日（於：秋田県立

秋田きらり支援学校）

２）きらり支援学校自主公開研究協議会 中学部数学科 指導助言、2015年12月３日（於：秋田県立秋田

きらり支援学校）

高階 悟 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）高階悟「グアム大学夏期語学研修と秋田県立大学のグローバル化への取り組み」『秋田県立大学総合

科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第16号、85～90ページ

（単著）

２）高階悟「『エリジウム』」（映画評）『東北アメリカ文学研究』2015年３月31日、第38号、128-131

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）高階悟 「日米の戦争記憶の溝：太平洋の島々」日本アメリカ文学会東北支部12月例会、2015年12月

19日（於：東北大学）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）秋田県 TOEIC推進協議会 副委員長（2008年４月～2016年３月）

＊学会活動

１）日本リメディアル教育学会 理事（2013年９月～2015年９月）

２）日本アメリカ文学会東北支部 会計監査（2012年４月～2016年３月）
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３）東北英語教育学会 理事（2006年4月～2016年３月）

４）秋田英語英文学会 運営委員（2006年４月～）

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）大学高校連携授業「コンピュータを使っての英語の授業」（秋田西高校生15名、金足農業高校３名）、

2015年７月19日（於：秋田県立大学）

高橋 守 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）MamoruTakahashi&StephenShucart「UsingMoodleForum discussiontomotivateexten-

sivereading」、『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015

年３月31日、第16号、91－97ページ（共著）

２）MamoruTakahashi& StephenShucart「Plot-drivenNovelsvs.Character-drivenNovels」、

『東北アメリカ文学研究』（日本アメリカ文学会東北支部）2015年３月31日、第38号、75－85ページ

（共著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）MamoruTakahashi&StephenShucart、「Teachingpersonalstorytellingin theclassrooms」

全国語学教育学会（JALT）分野別研究部会2015年次大会、2015年５月16日（於：神戸市立大学）

２）MamoruTakahashi& StephenShucart、「Plot-drivenvs.Character-drivenNovels III」日本

アメリカ文学会東北支部６月例会、2015年６月13日（於：東北大学）

３）MamoruTakahashi、「Plot-drivenversuscharacter-drivenstoriesingradedreaders」全国語

学教育学会 多読研究専門部会2015年度年次大会、2015年６月21日（於：西南学院大学）

４）MamoruTakahashi、「CommunicatingwithstudentsbyusingForum Module」日本ムード

ル協会 MoodleSummerWorkshopinHokkaido、 2015年７月19日（於：室蘭工業大学）

５）StephenShucart& MamoruTakahashi、「Plot-drivenVersusCharacter-drivenStories」全国

語学教育学会第41回年次国際大会、2015年11月21日（於：静岡県コンベンションアーツセンター／グ

ランシップ）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊学会活動

１）全国語学教育学会秋田支部役員（支部長兼プログラム担当役員2013年10月～2015年10月、会計担当役

員2015年10月～）
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２）日本ムードル協会 第８回日本ムードルムート投稿論文査読委員、2015年11月

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）平成27年度高校生未来創造支援事業 将来設計ガイダンス 研究室訪問 I 担当者、2015年８月11日

（於：秋田県立大学）

２）大学高校連携授業講師「高校生英語セミナー」、2015年９月７日、９月28日、10月５日（於：秋田県

立大学）

Ⅴ その他の活動

＊報告

１）全国語学教育学会『TheLanguageTeacher』「秋田支部報告」、2015年第39巻 第１号、第４号

檜山 晋 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）Hiyama,Susumu.「ElementOrderinTheBlicklingHomilies:PartVI」『秋田県立大学総合科

学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第16号、51～60ページ

（単著）

Ⅴ その他の活動

＊講演・公開講座

１）大学高校連携授業「由利高等学校・秋田県立大学英語連携授業」、2015年５月11日、５月18日、５月

25日（於：秋田県立大学本荘キャンパス）

２）「学問別ガイダンス（英語学・言語学）」、2015年８月10日（於：秋田県立大学秋田キャンパス）

岡崎 弘信 教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）FukudaE、HashimotoS、OkazakiH「（FeatureArticle）ReadingandsummarizinginL1and

L2usingasocialnetworkingwebsite」『OnCueJournal8（2）』（JALTCollegeandUniversity

EducatorsSIG） 2015年12月、83～105ページ（共著）
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＊Proceeding

１）HashimotoS、FukudaE、OkazakiH「ImprovingsummarizingskillswithTEDtalks:anac-

countofa teaching lesson using explicitinstruction」『2015EuroCALL Proceedings』

（Research-publishing.net）2015年12月、228～234ページ（共著）

２）岩崎彰典、木戸和彦、橋本信一、福田衣里、鈴木光子、岡崎弘信「成績データの主成分分析をオンデ

マンドで行うシステムの開発」『日本教育情報学会年会講演論文集（31）』2015年８月、302～303ペー

ジ（共著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）FukudaE、HashimotoS、OkazakiH「Rejuvenatinggrammarinstructionthroughnarrative

musicvideos」The21stATEM NationalConference、2015年８月７日（於：KyotoWomen's

University）

２）NittaH、KlingerW、OkazakiH「AviationEnglishandListeningProblemsatHighRates

ofSpeech」FLEAT6、2015年８月11～15日（於：HarvardUniversity,USA）

３）FukudaE、HashimotoS、NittaH、OkazakiH「Onlinereadingandwritingactivitiesas-

sistedbyMoodle」FLEAT6、2015年８月11～15日（於：HarvardUniversity,USA）

４）HashimotoS、FukudaE、OkazakiH「ImprovingsummarizingskillswithTEDtalks」Euro

CALL2015、2015年８月26～29日（於：TheUniversityofPadova,Italy）

５）岡崎弘信、木戸和彦、橋本信一、福田衣里、鈴木光子、江原智子「意図的語彙学習と偶発的語彙学習

双方を促進するe-ラーニングプログラムの開発」外国語教育メディア学会第55回全国研究大会、2015

年８月４～6日（於：千里ライフサイエンスセンター）

６）岡崎弘信、新田晴彦、木戸和彦、橋本信一、福田衣里「オリジナル学習支援プログラム「映画英語リ

スニング・システム」のさらなる進化のために」映画英語教育学会第21回全国研究大会、2015年８月

７日（於：京都女子大学）

７）岩崎彰典、木戸和彦、橋本信一、福田衣里、鈴木光子、岡崎弘信「成績データの主成分分析をオンデ

マンドで行うシステムの開発」日本教育情報学会第31回年会、2015年８月29～30日（於：茨城大学）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）秋田県芸術文化振興基金補助金審査委員、2015年４月～

２）TDK由利本荘（株）英語アドバイザー、2011年６月～

３）由利高等学校27年度第２学年「課題研究」発表会講評者、2015年11月20日（於：文化交流館カダーレ）

＊学会活動

１）映画英語教育学会東日本支部委員、2013年11月～
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Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）由利高等学校・秋田県立大学英語連携授業、2015年10月26日、11月16日、11月30日（於：秋田県立大

学本荘キャンパス）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）日本学術振興会科学研究費（基盤研究（B））、｢テーラーメイド型教育カルテの構築と学習最適化の

研究」（研究課題番号25282061）、2013年４月～2017年３月、研究代表者

２）日本学術振興会科学研究費（挑戦的萌芽研究）、｢工学的手法を用いた英語リスニング教材における難

易度自動判定の研究」（研究課題番号15K12420）、2015年４月～2018年３月、研究代表者

３）日本学術振興会科学研究費（基盤研究（C））、｢重大インシデント回避のための航空管制英語の研究」、

2013年４月～2016年３月、研究分担者

４）平成27年度秋田県立大学学長プロジェクト（創造的研究）｢InterculturalAwarenessand

Sustainability:EstablishingInterdisciplinaryStudyAbroadPrograms」、2015年４月～2016年

３月、研究分担者

＊特許出願

１）名称「学習支援置」（特願2015-115346）（第２発明者） 2015年６月

＊学術論文査読

１）LanguageEducation& TechnologyVol.52（１本）

２）ATEM Journalvol.20（１本）

TerriL.Nagahashi教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）Nagahashi,T.L.「OverseasStudyTourReport2014"EnglishAdventureProgram"」『秋田

県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第15号、

99～113ページ（単著）

２）Nagahashi,T.L.「2014AkitaPrefecturalUniversityOverseasStudyTourUniversityof

Guam'sEnglish AdventureProgram 」『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学

InternationalExchangeセンター）2015年３月、１～38ページ

３）今西弘幸、テリーリーナガハシ、酒井徹、林芙俊、津田渉、越高孝子、伊藤祐子、佐々木義春「2014

年度の五城目町におけるキイチゴの産地展開に関する経営実証研究」『秋田県立大学ウェブジャーナ

ル B』2015年３月、Vol.1,１～５ページ
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Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）鳥海高原菜の花まつりボランティア、2015年５月30日、５月31日（於：由利本荘市矢島町城内字桃野）

２）英検２級試験監督、2015年６月７日（於：秋田県立大学秋田キャンパス）

３）財団法人中島記念国際交流財団助成による留学生地域交流事業「秋田の農家民泊―体験から持続的交

流へ―」ボランティアリーダー、2015年10月３日４日、11月３日

４）あきたキイチゴ利活用研究会研究員、2008年～（於：秋田県、五城目町）

５）秋田県立秋田北鷹高等学校 スーパーサイエンスハイスクール・アドバイザー 2014年～

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）平成27年度秋田県立大学高大連携授業（AssistantDirector）「秋田県立大学に隣接する高校生等に

よるコンピュータを使っての英語学習について」、2015年７月19日（於：秋田県立大学）

２）平成27年度あきたキイチゴ利活用研究会講演「Utilityofraspberryjuiceinholidayhomecooking」

2015年12月５日（於：秋田県、五城目町）

３）秋田県立秋田中央高等学校（スーパーサイエンスハイスクール）「IntroductiontoSustainability」

2015年12月20日（於：秋田中央高等学校）

４）グアムスタディスター アドバイザー、2015

スティーヴン・シュカート 准教授

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）MamoruTakahashi&StephenShucart「UsingMoodleForum discussiontomotivateexten-

sivereading」、『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015

年３月31日、第16号、91－97ページ（共著）

２）MamoruTakahashi& StephenShucart「Plot-drivenNovelsvs.Character-drivenNovels」、

『東北アメリカ文学研究』（日本アメリカ文学会東北支部）2015年３月31日、第38号、75－85ページ

（共著）

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１） MamoruTakahashi&StephenShucart、「Teachingpersonalstorytellingintheclassrooms」

全国語学教育学会（JALT）分野別研究部会2015年次大会、2015年５月16日（於：神戸市立大学）

２） MamoruTakahashi& StephenShucart、「Plot-drivenvs.Character-drivenNovelsIII」日本

アメリカ文学会東北支部６月例会、2015年６月13日（於：東北大学）
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３） StephenShucart& MamoruTakahashi、「Plot-drivenVersusCharacter-drivenStories」全

国語学教育学会第41回年次国際大会、2015年11月21日（於：静岡県コンベンションアーツセンター／

グランシップ）

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊学会活動

１）全国語学教育学会秋田支部役員（広報担当役員）、1999年６月～

２）全国語学教育学会 CALL-SIG「CALL-EJ」査読委員

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）大学高校連携授業講師「高校生英語セミナー」、2015年６月１日、６月22日、７月６日（於：秋田県

立大学）

Ⅴ その他の活動

＊報告

１）全国語学教育学会『TheLanguageTeacher』「秋田支部報告」、2015年 第39巻 第４号

加賀谷真澄 助教

Ⅰ 著書・学術論文等

＊学術論文等

１）加賀谷真澄「海を渡った若者たち―ラトガース大学の日本人留学生」『近代文学資料研究』（近代文学

資料研究の会）2015年３月30日、第１号、３～19ページ（単著）。

２）加賀谷真澄「明治の移民論―横山源之助、片山潜、幸徳秋水を比較して」『秋田県立大学総合科学教

育研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2015年３月31日、第16号、61～69ページ

（単著）。

Ⅱ 学会報告等

＊学会報告

１）加賀谷真澄「東海岸へのあこがれと現実と─苦学生の表象」（シンポジウム「親日と反米」パネリス

ト）日本比較文学会東北大会、2015年７月25日（於：仙台市民会館）

２）ShoheiWatanabe,MasumiKagaya「Canhard-WorkingStudentsofthePastbeRole

ModelsforStudentsofToday?」 IAEVGInternationalConference2015,2015年９月21日（於：

CongressCenter,Tsukuba）
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Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）日本比較文学会東北支部役員、2013年６月～

２）秋田県立秋田高等学校同窓会150年史編集準備委員、2014年８月～

３）秋田県観光文化スポーツ部主催「あきたの文芸」小説・評論部門選考委員、2015年４月～

４）秋田県男女共同参画審議会委員、2015年10月～

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）大学高校連携授業「コンピュータを使っての英語の授業」（秋田西高校15名、金足農業高校３名）、

2015年７月19日（於：秋田県立大学）

２）秋田県教育委員会主催「高校生将来設計ガイダンス」、学問別ガイダンス「比較文学、英米文学」担

当、2015年８月10日（於：秋田県立大学）

３）模擬授業（秋田西高校、文系授業担当）、2015年10月14日（於：秋田県立大学）

Ⅴ その他の活動

＊助成研究

１）日本学術振興会科学研究費（挑戦的萌芽研究）、「米国における苦学生の実態的研究─明治期から大正

期にかけて」（研究課題番号15K12859）、2015年４月１日～2018年３月31日、研究代表者

＊選評

加賀谷真澄「何に焦点を当てるか」『あきたの文芸』（秋田県）2015年10月23日、第48集、95～96ページ

白山 雅彦 教授

Ⅲ 社会活動・受賞等

＊社会活動

１）一般財団法人秋田県高等学校定時制通信制教育振興会理事、2013年４月～

２）ＮＰＯ法人あきた・まなＶＩＶＡ！創造塾理事、2013年４月～

３）財団法人理数教育研究所「第５回リケジョ（理系女子）をめざそうｉｎ秋田」実行委員、2015年11月

15日、於：秋田県立横手清陵学院高等学校

Ⅳ 講演・公開講座等

＊講演・公開講座

１）秋田県総合教育センター10年経験者研修講座（幼保、小中高、特支教諭等対象）「学校の危機管理」、

2015年６月25日（於：秋田県総合教育センター）

２）潟上市第11回社会を明るくする運動推進大会（市及び市教委職員、保護司、民生委員、警察官等対象）

「地域社会の絆をはぐくむ 学校・家庭・地域の在り方について」、2015年７月１日（於：潟上市役所

庁舎）


